
秋田県

島根県

岩手県

宮城県

福島県

山形県

青森県

ななつぼし
ゆめぴりか
ふっくりんこ

まっしぐら
つがるロマン
青天の霹靂

ひとめぼれ
あきたこまち
いわてっこ

ひとめぼれ
つや姫
ササニシキ

コシヒカリ
天のつぶ
ひとめぼれ

千葉県
コシヒカリ
ふさこがね
ふさおとめ

茨城県
コシヒカリ
あきたこまち
あさひの夢

栃木県
コシヒカリ
とちぎの星
あさひの夢

埼玉県

東京都

彩のかがやき
コシヒカリ
彩のきずな

神奈川県
はるみ
キヌヒカリ
てんこもり

静岡県
コシヒカリ
きぬむすめ
あいちのかおり

山梨県
コシヒカリ
ヒノヒカリ
あさひの夢

愛知県
あいちのかおり
コシヒカリ
ミネアサヒ

群馬県

新潟県

富山県

あさひの夢
コシヒカリ
ひとめぼれ長野県

コシヒカリ
あきたこまち
風さやか

岐阜県
ハツシモ
コシヒカリ
ほしじるし

滋賀県
コシヒカリ
キヌヒカリ
みずかがみ

京都府
コシヒカリ
キヌヒカリ
ヒノヒカリ

兵庫県
コシヒカリ
ヒノヒカリ
キヌヒカリ

山口県
コシヒカリ
ひとめぼれ
ヒノヒカリ

愛媛県
コシヒカリ
ヒノヒカリ
あきたこまち

香川県
コシヒカリ
ヒノヒカリ
あきさかり

徳島県
コシヒカリ
あきさかり
キヌヒカリ

高知県
コシヒカリ
ヒノヒカリ
にこまる

宮崎県
ヒノヒカリ
コシヒカリ
おてんとそだち

大分県
ヒノヒカリ
ひとめぼれ
なつほのか

福岡県
夢つくし
ヒノヒカリ
元気つくし

佐賀県
さがびより
夢しずく
ヒノヒカリ

長崎県
ヒノヒカリ
なつほのか
にこまる

沖縄県
ひとめぼれ
ちゅらひかり
ミルキーサマー

熊本県
ヒノヒカリ
森のくまさん
コシヒカリ

鹿児島県
ヒノヒカリ
コシヒカリ
あきほなみ

コシヒカリ
きぬむすめ
つや姫

鳥取県
コシヒカリ
きぬむすめ
ひとめぼれ

岡山県
アケボノ
コシヒカリ
きぬむすめ

広島県
コシヒカリ
あきさかり
ヒノヒカリ

三重県
コシヒカリ
キヌヒカリ
みえのゆめ

和歌山県
キヌヒカリ
きぬむすめ
コシヒカリ

奈良県
ヒノヒカリ
ひとめぼれ
コシヒカリ

大阪府
ヒノヒカリ
キヌヒカリ
きぬむすめ

福井県
コシヒカリ
ハナエチゼン
あきさかり

コシヒカリ
こしいぶき
ゆきん子舞

コシヒカリ
てんたかく
てんこもり

石川県
コシヒカリ
ゆめみづほ
ひゃくまん穀

はえぬき
つや姫
雪若丸

あきたこまち
ひとめぼれ
めんこいな

553,200t

235,200t

456,500t

631,000t
197,400t

122,900t

121,000t

151,700t
72,000t

177,000t

147,200t114,500t

92,600t

93,200t

164,000t

117,200t

48,900t

1,920t

156,800t
75,200t

86,000t

62,200t85,100t

130,800t

31,000t

43,900t22,800t

55,700t68,600t

49,700t
47,600t

100,800t 187,300t
25,500t

142,400t

484t

270,300t

319,200t

259,500t
76,400t130,800t

326,500t365,300t

317,300t

247,600t

72,300t

14,400t

500,000～
400,000～500,000
300,000～400,000
200,000～300,000
100,000～200,000
0～100,000

収穫量（t）

北海道

※令和4年産うるち米（醸造用米、もち米を除く）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

コシヒカリ
ひとめぼれ
ヒノヒカリ
あきたこまち
ななつぼし
はえぬき
まっしぐら
キヌヒカリ
ゆめぴりか
きぬむすめ

新潟、茨城、栃木
宮城、岩手、福島
熊本、大分、鹿児島
秋田、、茨城、岩手
北海道
山形
青森
滋賀、兵庫、京都
北海道
島根、岡山、鳥取

33.4
8.5
8.1
6.7
3.2
2.9
2.4
1.9
1.8
1.8
70.7上位10品種の合計

順位 品種名 主要産地作付割合

地球温暖化の影響で、イネでは穂
が出た後の実りの時期の昼夜の高
温により、もみのなかにデンプ
ンがうまくたまらず、お米が白く
濁ってしまうことが多くなってい
ます（高温障害）。その対策とし
て栽培時期をずらすなどの工夫や
「きぬむすめ」「つや姫」「あきさ
かり」など高温に強い品種の作付
けなどが行われています。

暑さに強いお米

公益社団法人 米穀安定供給確保支援機構 発行『お米・ごはんBOOK』8 9

日本人の主食である米は、これまでに先人の努力により、気候条件や病害虫に強く、多収
で良食味の主食用の品種やもち米、酒米等も合わせ、989品種（令和5年3月31日現在）が
登録されています。このうち主食用として作られているのは約300品種です。
最近では、地球の温暖化に対応した良食味で暑さに強い品種や、カレーライスやすしなど
に合う品種、米のもつ健康機能性を追究した品種なども登場しています。
ここでは、全国の収穫量と主食用としての作付け上位３品種を紹介します。

白いごはんとしてだけでなく、
カレーライス用の「華

か

麗
れい

舞
まい

」、
すし用の「笑

え

みの絆
きずな

」、リゾッ
ト用の「和

なご

みリゾット」などの
ほかに、国産長粒米「ホシユ
タカ」はチャーハンやエスニッ
ク料理に適するなど、各種料
理に合わせた専用米も開発さ
れています。
また、米に含まれる機能性成
分に着目して発 芽 玄 米（５
ページ参照 ）と同様に、「血
圧の上昇を抑える成分（ギャ
バ ）を多く含む米 」、「腎臓
病の患者向けの消化されや
すいたんぱく質が少ない米」、
「血糖値の上昇を緩やかに
するアミロースが多い米 」な
ど、健康機能性を重視した、
米の生産も行われています。

全国の主食用の作付割合上位10品種につ
いてみると、その約3割をコシヒカリが占め
ており、他を圧倒しています。コシヒカリは、
基本的には、関東北陸以西で作られていま
すが、東北・北海道では、ひとめぼれ、あ
きたこまち、ななつぼし、はえぬき等、九
州ではヒノヒカリのように、それぞれ特徴の
ある品種が作られています。
上位10品種で、なんと全国の品種別作付
割合の約7割を占めることになります。

全国の品種別作付割合上位10品種（単位:%）

※道府県別の各産地で作付けされている令和4年産うるち米の上位３品種を記載しています。
棒グラフは、都道府県ごとの水稲の収穫量（子実用）を表しています。

※全国の水稲の収穫量は7,269,000t。

資料：農林水産省「令和4年産水陸稲の収穫量 」
　　　米穀機構「令和4年産水稲の品種別作付動向について」

料理に合わせた米や
機能性をもつ米

米を作る

3


